
預金保険機構の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

理事長

理事

監事（非常勤）

① 役員報酬の支給水準の設定についての考え方

③ 役員報酬基準の内容及び令和元年度における改定内容

　理事長及び理事の報酬については、平成10年9月以降、特殊法人等の
役員の給与についての一連の閣議決定に従い、国家公務員（指定職）の
水準に準じて適正な水準となるよう決定している。
　監事の報酬については、他の政府関係機関における非常勤監事の勤務
実態及び報酬額等を参考にして決定している。

② 令和元年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
実績を含む。）

　役員報酬は、人事院勧告に基づく「一般職の職員の給与に関する法律
（以下、「給与法」という。）」の改定に準拠し、預金保険機構役員給与規程
（以下、「役員給与規程」という。）の改定を行い、当該規程に基づいて役員
報酬を支給することとしている。業績給については導入していない。

　役員報酬支給基準は、月額、特別手当から構成されて
いる。月額については、役員給与規程に則り、本給（１，１
０７，０００円）に地域手当（２２１，４００円）を加算して算出
している。特別手当についても、役員給与規程に則り、特
別手当基準額（本給＋地域手当＋本給×１００分の２５＋
本給及び地域手当の月額に１００分の２０を乗じて得た
額）に６月に支給する場合においては１００分の１６７．５、
１２月に支給する場合においては１００分の１７２．５を乗
じ、さらに基準日以前６箇月以内の期間におけるその者
の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。
　なお、令和元年度では、人事院勧告に基づく給与法の
改正に準拠した特別手当支給率の引き上げ（年間０．０
５ヶ月分）を実施した。

　役員報酬支給基準は、月額、特別手当から構成されて
いる。月額については、役員給与規程に則り、本給（８２
２，０００円）に地域手当（１６４，４００円）を加算して算出し
ている。特別手当についても、役員給与規程に則り、特
別手当基準額（本給＋地域手当＋本給×１００分の２５＋
本給及び地域手当の月額に１００分の２０を乗じて得た
額）に６月に支給する場合においては１００分の１６７．５、
１２月に支給する場合においては１００分の１７２．５を乗
じ、さらに基準日以前６箇月以内の期間におけるその者
の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。
　なお、令和元年度では、人事院勧告に基づく給与法の
改正に準拠した特別手当支給率の引き上げ（年間０．０
５ヶ月分）を実施した。

　役員報酬支給基準は、月額のみである。月額について
は、役員給与規程に則り、非常勤役員手当月額（１５４，０
００円）である。



２　役員の報酬等の支給状況
令和元年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

22,301 13,284 6,360 2,656 （地域手当） *※

千円 千円 千円 千円

16,811 9,864 4,723
1,972

251
（地域手当）
（通勤手当） ※

千円 千円 千円 千円

7,539 4,305 2,326
861
45

（地域手当）
（通勤手当） 9月7日 ◇

千円 千円 千円 千円

16,753 9,864 4,723
1,972

193
（地域手当）
（通勤手当）

千円 千円 千円 千円

16,754 9,864 4,723
1,972

194
（地域手当）
（通勤手当） ◇

千円 千円 千円 千円

9,106 5,558 2,396
1,111

40
（地域手当）
（通勤手当） 9月8日 ◇

千円 千円 千円 千円

1,848 1,848 0 0

注１：「令和元年度年間報酬等の総額」欄と各内訳の合計の不一致は、端数処理によるものである。
注２：「地域手当」とは、民間の賃金水準が高い地域に在勤する役員に支給しているものである。
注３：「前職」の「※」は独立行政法人等の退職者、「*」は退職公務員、「◇」は役員出向者、「*※」は退職公
       務員が独立行政法人等の役職員に就任し退職した後、役員となったことを示す。

３　役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】
　理事長

　理事

　監事

　監事（非常勤）

就任・退任の状況

その他（内容）

監事
（非常勤）

E理事

理事長

A理事

B理事

　理事長の報酬については、平成10年9月以降、特殊法
人等の役員の給与についての一連の閣議決定に従い、
国家公務員（指定職）の水準に準じて適正な水準となるよ
う決定している。また、人事院勧告に基づく給与法の改定
に準拠し、役員給与規程の改定を行っており、その報酬
水準は妥当なものと認められる。

前職

C理事

D理事

役名

　監事の報酬については、平成11年9月に、他の政府関
係機関（沖縄振興開発金融公庫及び日本政策金融公
庫）における非常勤監事の勤務実態及び報酬額等を参
考にして決定しており、その報酬水準は妥当なものと認め
られる。

　理事の報酬については、平成10年9月以降、特殊法人
等の役員の給与についての一連の閣議決定に従い、国
家公務員（指定職）の水準に準じて適正な水準となるよう
決定している。また、人事院勧告に基づく給与法の改定
に準拠し、役員給与規程の改定を行っており、その報酬
水準は妥当なものと認められる。

該当者なし



【主務大臣の検証結果】

４　役員の退職手当の支給状況（令和元年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

理事長 該当者なし

理事 該当者なし

監事 該当者なし

５　退職手当の水準の妥当性について
【主務大臣の判断理由等】

区分

６　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

理事

法人での在職期間

判断理由

該当者なし

　業績給については、現在導入していない。今後国の動向を踏まえ、導入
の是非等を検討する。

　預金保険機構は、金融機関の破綻処理や債権回収な
ど、多岐にわたって専門性が求められる業務を行ってお
り、その役員については、金融業務や倒産法制、債権回
収などの高度な専門知識を有する人材が求められてい
る。そうした中で、預金保険機構においては、特殊法人等
の役員の給与についての一連の閣議決定に従い、国家
公務員（指定職）に準じた水準にすることとし、人事院勧
告に準じて給与規程の改定を行うなど、給与水準の適正
化に努めている。

該当者なし

理事長



Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　③　 給与制度の内容及び令和元年度における主な改定内容

２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

258 48.4 9,401 6,741 162 2,660
人 歳 千円 千円 千円 千円

240 48.5 9,319 6,643 167 2,676
人 歳 千円 千円 千円 千円

11 47.9 14,640 10,646 152 3,994
人 歳 千円 千円 千円 千円

7 48.5 4,000 4,000 0 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし

常勤職員

事務・技術

嘱託職員

うち所定内

　①　職員給与の支給水準の設定等についての考え方

　職員の俸給については、給与法の適用を受ける国家公務員と同様に職務の内容と責任に応
じて決定している。また、国等からの出向者についても、それぞれの出向元での給与を基準と
して、機構に採用する際に給与を決定している。
　人件費管理については、認可された予算の範囲内で適正に管理している。

　職員の勤務成績に応じて、国家公務員と同様に、昇給、昇格及び賞与のうち勤勉手当の額
に反映させている。

　②　職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方（業績給
　　の仕組み及び導入実績を含む。）

　預金保険機構職員給与規程に則り、俸給及び諸手当（特別調整給、職能手当、扶養手当、
地域手当、通勤手当、住居手当、単身赴任手当、超過勤務手当、休日給、深夜勤務手当、管
理職員特別勤務手当、特殊勤務手当、期末手当及び勤勉手当）としている。
　期末手当については、期末手当基礎額（俸給＋扶養手当＋地域手当＋役職段階別加算額
＋管理職加算額）に期別支給割合を乗じ、さらに基準日以前６箇月以内の期間におけるその
者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。
　勤勉手当については、勤勉手当基礎額（俸給＋地域手当＋役職段階別加算額＋管理職加
算額）に勤勉手当の支給実施要領に定める基準に従って定める割合を乗じ、さらに基準日以
前６箇月以内の期間におけるその者の勤務期間に応じた割合を乗じて得た額としている。
　令和元年度における主な改定内容は、人事院勧告に基づく給与法の改正に準拠した俸給表
の一部改正及び勤勉手当支給月数の引き上げ（年間０．０５ヶ月分）である。

民間出向職員

指定職

区分
総額

人員
令和元年度の年間給与額（平均）

うち賞与平均年齢



人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし - - - - -

人 歳 千円 千円 千円 千円

- - - - - -
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

- - - - - -

人 歳 千円 千円 千円 千円

18 62.8 8,160 5,809 183 2,351
人 歳 千円 千円 千円 千円

18 62.8 8,160 5,809 183 2,351
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし

人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし

注１：常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。
注２：指定職員とは国の行政職(二)相当の者、民間出向職員とは金融機関等からの出向者、嘱託職員とは期間を定め
て任用した者(国の行政職(二)相当の者を除く)をいう。

注３：任期付職員（嘱託職員）については、該当者が２人以下のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれの
あることから、記載していない。
注４：研究職、医療職、教育職に該当者がいないため、記載を省略した。

嘱託職員

事務・技術

事務・技術

指定職

在外職員

民間出向職員

指定職

再任用職員

事務・技術

非常勤職員

民間出向職員

嘱託職員

民間出向職員

指定職

任期付職員

嘱託職員



注：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、④まで同じ。

（事務・技術職員）

人

3

39

62

44

81

11
注：「部長・同相当職」の該当者は3人であり、当該個人に関する情報が特定されるおそれが
あることから、年間給与額のうち最高～最低については表示していない。

4,701 5,306～3,991

年間給与額

最高～最低
千円

-

13,212～8,563

11,908～6,912

千円

平均

11,574

10,595

人員

　　　係長・同相当職

歳

55.8

57.2

42.1

28.0　　　係員

8,779

7,534

9,882～8,140

10,196～5,415

54.4

49.9

②　年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員）
　　〔在外職員及び再任用職員を除く。以下、④まで同じ。〕

③　職位別年間給与の分布状況（事務・技術職員）

　　　部長・同相当職 13,301

　　　次長・同相当職

平均年齢分布状況を示すグループ

　　　課長・同相当職

　　　課長補佐・同相当職

0

10

20

30

40

50

60

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

２０－２３

歳

２４－２７

歳

２８－３１

歳

３２－３５

歳

３６－３９

歳

４０－４３

歳

４４－４７

歳

４８－５１

歳

５２－５５

歳

５６－５９

歳

人数

平均給与額

第３四分位

第１四分位

国の平均給与額

年間給与の分布状況（事務・技術職員）

千

人
千円



査定支給分（勤勉相当）
（平均）

         最高～最低

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

         最高～最低

３　給与水準の妥当性の検証等

（事務・技術職員）

・年齢勘案　　　　　　　　122.5

・年齢・地域勘案　　　　　107.6

・年齢・学歴勘案　　　　　118.2

・年齢・地域・学歴勘案　104.0

（法人の検証結果）
　勤務地の特殊性のほか、金融機関の破綻処理等の業務の特殊性か
ら、金融実務経験者、金融システム精通者などの高度な専門性を備え
た者を主に採用しているため、管理職や大卒以上の高学歴者の割合
が高い。そのため、国に比べて給与水準が高くなっているものの、支出
総額に占める給与・報酬等支給総額は0.9％と低く、また国からの財政
支出や累積欠損額はない。
　今年度のラスパイレス指数については前年度と比較して概ね横ばい
で推移しており、今後も引き続き国の制度改正を踏まえ、給与水準の適
正化に努める必要があると考える。

（主務大臣の検証結果）
　預金保険機構の給与水準が国家公務員の給与水準に比べて高く
なっているのは、金融機関の破綻処理等の業務の特殊性から、金融の
実務経験者、金融機関のシステム精通者などの高度な専門性を備えた
者を採用していることが要因となっていると考えられる。そうした中で、
預金保険機構においては、人事院勧告に準じた給与改定を行うなど、
給与水準の適正化に努めている。

47.0～38.1

43.0

計

48.3

％

％

％％

57.6

56.3～47.5
％

％

41.7
％

46.4～36.0

【支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　0％】
【累積欠損額　0円（平成30年度決算（一般勘定））】
【管理職の割合　16.5％（常勤職員数412名中68名）】
【大卒以上の高学歴者の割合　84.0％（常勤職員数412名中346名）】
【支出総額に占める給与・報酬等支給総額　0.9％】
（支出総額　408,929,983,355円、給与・報酬等支給総額
3,838,547,806円：平成30年度決算）

％

47.5～40.0

％

％

冬季（１２月）

47.6

52.4

57.0

％

42.4

内容

１．当機構の勤務地は東京及び大阪のみであり、全職員に対して東京
20％、大阪16％と高い支給割合の地域手当を支給しているため。
２．特殊性（金融機関の破綻処理等）を有する業務を処理するため、金
融実務経験者、金融システム精通者などの高度な専門性を備えた者を
主に採用しているため。

％

％

％

55.6～42.6
％

58.3

　給与水準の妥当性の
　検証

49.0

管理
職員

％

区分 夏季（６月）

対国家公務員
指数の状況

一律支給分（期末相当）

51.7

55.9～46.9

％

51.0

項目

一般
職員

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

一律支給分（期末相当）

％

④　賞与（令和元年度）における査定部分の比率（事務・技術職員）



４　モデル給与

５　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

Ⅲ　総人件費について

(A)

(Ｂ)

(Ｃ)

(D)

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

総人件費について参考となる事項

「給与、報酬等支給総額」、「最広義人件費」の増減要因

　①給与、報酬等支給総額

　②最広義人件費

「公務員の給与改定に関する取扱いについて」（平成29年11月17日閣議決定）に基づき、

役員の退職手当については平成30年1月1日から国家公務員と同様の支給水準の引き下

げを行った。職員については従前より国家公務員の支給水準よりも低い支給率を適用して

いることから特段の措置は講じていないが、今後も国家公務員の動向を勘案しつつ、引き

続き適正な水準を維持していく。
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　前年度比146,712千円（3.4％）については、上記の要因のほか、定年退職等による退職
者の増加に伴う退職手当の増加や社会保険料率の引き上げに伴う福利厚生費の増加が主
な要因。
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最広義人件費

　前年度比111,923千円（3.1％）については、国家公務員の給与改定に準拠した給与支給
額の増加が主な要因。
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　業績給については、現在導入していない。今後、給与法の適
用を受ける国家公務員の動向を踏まえ、導入の是非等を検討
する。

非常勤役職員等給与

111,923

○ ２２歳（大卒初任給）
　月額 195,500円　年間給与 3,870,900円
○ ３５歳（係長・同相当職）
　月額 280,300円　年間給与 5,625,624円
○ ５0歳（課長補佐・同相当職）
　月額 403,500円　年間給与 8,316,136円
※扶養親族がいる場合には、扶養手当（配偶者は級に応じて
3,500円又は6,500円、子1人につき10,000円）を支給
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令和2年度に見込まれる対国家公務員指数
　年齢勘案：122.5程度、年齢・地域・学歴勘案：104.0程度
　目標水準：104.0程度（年齢・地域・学歴勘案）、目標期限：令和2年度

　勤務地（東京及び大阪のみ）の特殊性による給与水準の格差は、今
後も解消は困難である。また、業務の特殊性から金融の実務経験者や
高度の専門性を備えた者を主に採用しており、給与水準差の解消につ
いては、人材確保の観点からも困難であるが、引き続き、国の制度改正
を踏まえ、給与水準の適正化に努め、年齢・地域・学歴勘案による指数
が、令和元年度の水準と概ね同水準となることを目指す。
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Ⅳ　その他

特になし


